
資料－１ 

令和４年度 会 務 報 告  

（令和４年４月１日～令和５年３月３１日） 

月 運営委員会・常任幹事会 委 員 会 地域・職域等同窓会 同窓会・学校関連行事等 

令和 

４年 

４月 

９（土）運営委員会 

14（木）会計監査 

23（土）常任幹事会 

９（土）総務委員会 

９（土）樫友祭実行委員会 

 １（金）史料館公開（新着任教職員） 

６（水）第 77 回入学式、史料館公開 

７（木）、11（月）史料館公開（新入生） 

30（土）樫友ウォーク（真鶴町） 

 

５月 ７（土）運営委員会 ７（土）樫友祭実行委員会 

７（土）総務委員会 

 ７（土）「がんばれ！小田高」応援基金運営委員会 

 

８（日） 樫友祭（小田高ホームカミングデー）・定期総会  

     

  14（土）湯河原地区小田高会 

 

21（土）校史資料研究協議会 

 

６月 11（土）運営委員会 11（土）総務委員会 

11（土）「卒業生の活躍」プロジェクト 

 

  

 

 

11（土）「がんばれ！小田高」応援基金運営委員会 

17（金）史料館公開（PTA 広報委） 

18（土）、19（日）史料館公開（小田高祭） 

28（日）第 12 回小田高自然環境フォーラム 

 

７月 16（土）運営委員会 ３（日）史料委員会 

 

 

 16（土）「がんばれ！小田高」応援基金運営委員会 

16（土）史料館公開（ＰＴＡ役員） 

25（月）～29（金）史料館公開（面談週間） 

 

８月   

 

 ６（土）史料館公開（学校説明会） 

16（火）～18（木）、22（月）、23（火） 

史料館公開（面談週間） 

 

９月 ３（土）運営委員会 19（土）総務委員会 

 

 ３（土）「がんばれ！小田高」応援基金運営委員会 

 

 



10月 １（土）運営委員会 １（土）総務委員会 

23（日）広報委員会 

23（土）樫友祭実行委員会 

28（木）広報委員会 

15 日（土）横浜銀行・小田中小田

高会 

１（土）「がんばれ！小田高」応援基金運営委員会 

14（金）史料館公開（定時制授業） 

22（土）史料館公開（学校説明会） 

22（土）樫友ウォーク（箱根町） 

11月 ５（土）運営委員会 ４（金）広報委員会 

６（日）広報委員会 

13（日）「卒業生の活躍」プロジェクト 

20（日）広報委員会 

28（月）広報委員会 

 

 ５（土）史料館公開（学校施設見学会） 

12（土）校史資料研究協議会 

15（火）史料館公開（３年次日本史授業） 

19（土）史料館公開（ＰＴＡ講演会） 

12月 10（土）運営委員会 10（土）総務委員会 

10（土）会報「八幡山」第 34 号発行 

11（日）史料委員会 

24（土）樫友祭実行委員会 

 

  ３（土）史料館公開（学校説明会） 

10（土）「がんばれ！小田高」応援基金運営委員会 

 

５年 

１月 

７（土）運営委員会 ５（木）「卒業生の活躍」プロジェクト 

14（土）樫友祭実行委員会 

 

 ７（土）「がんばれ！小田高」応援基金運営委員会 

 

２月 

 

４（土）運営委員会 11（土）樫友祭実行委員会 

18（土）「卒業生の活躍」プロジェクト 

25（月）総務委員会 

 

 

 

４（土）「がんばれ！小田高」応援基金運営委員会 

 

３月 11（土）運営委員会 ６（月）総務委員会 

８（水）「卒業生の活躍」プロジェクト 

11（土）樫友祭実行委員会 

12（日）史料委員会 

25（土）「卒業生の活躍」プロジェクト 

 

 ３（金）４年度同窓会入会式（第 75 回） 

４（土）第 75 回卒業式 

11（土）「がんばれ！小田高」応援基金運営委員会 

 

 



資料－２ 

 

令和４年度小田原高等学校同窓会樫友会 事業報告 

 

１ 活動目標 

  令和４年度の活動目標として掲げた項目及びその結果は次のとおりである。 

(1) コロナ禍での同窓会事業の積極的な取り組み 

同窓会樫友会は、コロナ禍にあっても、感染対策をしっかりと行いながら、学校、

ＰＴＡ等の協力・連携のもとで、引き続き、総会をはじめ、樫友祭（小田高ホーム

カミングデー) 、自然環境フォーラム、樫友ウォークなどの諸活動や広報、史料の

収集・保存・利用・展示、校歌祭への参加など、同窓会事業の着実な実施に努めた。 

また、「活躍する卒業生」の企画について、「卒業生の活躍」充実プロジェクトチ

ームを組織し、当該卒業生の発掘に取り組むとともに、活躍する姿を紹介するほか、

講演会等へ招へいするなど、充実強化策を検討した。 
 

(2) 同窓会事業への会員参加の促進 

   学年同期会や地域・職域等同窓会の協力を得ながら、同窓生のネットワークを広

げ、各種事業の企画に参加を呼びかけた。また、明治以降の中等教育史料を展示し

ている小田原高校中等教育史料館、窓梅会資料室の公開の充実と更なるＰＲに、同

窓会窓梅会とも連携しながら努めた。 
 

２ 委員会等の活動 

(1) 総務委員会 

  ア 令和４年４月新入生に入学記念品（小田高歌集 QR コード付）を配付した。 

  イ 樫友祭において、「卒業生の活躍」（経済界篇）のパネル展示を行うとともに、

オリジナルグッズの販売、同窓会活動の紹介冊子「樫友会」を配布した。 

ウ 令和５年３月卒業生（高 75 回）に同窓会入会用案内パンフレットを作成し、配

付した。 

  エ 令和５年３月卒業生（高 75 回）に入会記念品（タンブラー）を贈呈した。 

  オ 同期会を結成した高 70 回に対し、同期会結成補助金を交付した。 

 カ 会員名簿情報（住所変更、物故者、新会員登録、教職員異動など）を随時更新

した。 

  キ 会員管理ソフト「幹事長」のデータを更新し、同期会への住所情報支援等に活

用した。 

 

(2) 交流委員会 

  ア 令和 4年度樫友祭（小田高ホームカミングデー）の開催 

   ○ 新型コロナ感染症のまん延防止対策が必要な状況の中で、感染防止策を徹底

し、５月 8 日（日）に開催した。 

   ○ コロナ感染予防対策をしながら、「新型コロナのもとでも、工夫をこらし、

やるべきことをやる」との方針を踏まえ、228 名の参加であったが、総会及び



八幡山トーク等主要３催事をビデオ収録し、樫友会ホームページ及び樫友祭ホ

ームページに掲載し、見える形で記録を残した。  

  イ 会員の親睦を深める下記交流事業を、新型コロナ感染症の感染防止策を徹底し

ながら実施した。 

○ 「第 12回自然環境フォーラム」 

     ６月 26 日（日）に小田原高校視聴覚室で開催した。 

   ○ 「樫友ウォーク」 

     ４月 30 日（土）に「真鶴お林と三ツ石探索」、10月 22日（土）に「錦秋の

箱根 植物を見ながら、小鳥の声を聴きながら」をテーマに２回実施した。 

  ウ 現役生徒を応援する交流事業を実施した。 

   ○ 樫の葉コンサート 

     10月 12日（水）に、視聴覚室で、クラリネット井上弦さん（高 26）、ピア

ノ古屋沙樹さん（高 62）の出演者謝礼の補助をした。 

  エ 令和５年度樫友祭（小田高ホームカミングデー）の企画、準備を進めた。 

 

(3) 広報委員会 

ア 会報「八幡山」34 号を 12 月に発行し、会報が届いていない会員のために、会

員通信や個人情報の係るものを除き、同窓会ホームページに掲載した。また、会

報「八幡山」34 号に広告を掲載し、同窓会の財源確保に努めた。 

イ 同窓会ホームページを活用し、同窓会活動の周知、参加呼び掛けの手段として

活用した。 

ウ ホームページを会員及び会員相互の情報発信の場としての利用をより一層促進

した。 

エ 樫友祭の開催を多くの会員に告知することを目的に、樫友祭フェイスブックペ

ージを活用し、樫友会のホームページと合わせ、広報の充実を図った。 

 

(4) 史料委員会 

  ア 小田原高校中等教育史料館の公開 

○ 企画展「ご卒業 100年記念 閑院宮が学ばれた小田原中学」を開催した。 

   ○ 保護者の見学機会を増やすため、夏休みの三者面談の期間中に公開した。 

   ○ 公開運営体制を見直し、公開行事のスリム化や公開スタッフ（ボランティア）

の募集を検討した。 

   ○ 窓梅会と連携し、史料館の定例公開時に窓梅会資料室を同時公開した。 

  イ 史料館の整備 

   ○ 放送部作品ＤＶＤ等を視聴できるように、校史展示室閲覧コーナーにポータ

ブルＤＶＤプレーヤーとヘッドホンを常備した。 

   ○ 教材展示室の鉱物・剥製標本展示ケースのガラス戸棚板 1枚が破損したため、

取り替えた。 

   ○ 樫友会室の半分は収蔵庫であることから、入口ドアに「収蔵庫」の表示板を

設置した。 

  ウ 史料の保存・活用 

   ○ 生物標本群の絶滅危惧種等をクリーニング・補修して展示し、明治時代の約



90点にキャプションをつけ、防虫剤を取り替えた。 

  エ 記念樹関係 

    学校と協議し、「樫林」シラカシ説明板を設置した。中 38卒業 50 周年記念樹シ

ラカシ、高 22 卒業記念樹シラカシ、第三代校舎門柱の説明板は、学校が計画的に

設置し、校地東北の巨木クスノキの天然記念物指定は学校が検討することとなっ

た。 

  オ 校史資料研究協議会 

    展示室運営や史料保存のため、協議会を２回開催し、意見交換等を行った。 

 

（5） 校歌祭委員会 

第 17 回青春かながわ校歌祭は、10月 15 日（土）に追浜高校うしお会会長が実行

委員長となり、よこすか芸術劇場で開催された。 

樫友会は、出演することで準備を進めていたが、新型コロナの感染症の感染拡大

に伴い、出演者の感染リスクを考慮し、出演を中止した。 

 

(6) 「卒業生の活躍」充実プロジェクトチーム 

ア 小田原高校卒業生の活躍に関する情報の収集・整理及びその活用を同窓会の事

業と位置づけ、事業の実施要領を策定した。（次ページ以降に添付） 

イ 実施要領に基づくデータベースへの掲載基準を策定し、新たな掲載基準に基づ

くデータベース（卒業生の活躍リスト）を作成した。 

ウ 実施要領に基づき、各委員会が連携し、「卒業生の活躍」事業を推進し、その

過程で実施要領や掲載基準を見直し、改善を図る。 

  

３ その他 

(1) 小田高祭への参加 

   令和 4年６月に開催が計画されたが、新型コロナ感染症の感染予防のため、樫友

会としての参加は、中止となった。 

 

(2) 女性の役員登用について、各種役員に女性が参加するように呼びかけてきたとこ

ろ、委員会等に徐々に増えつつある。 

 

(3) 事務局員の複数化に向けた取り組みを進めた。 



神奈川県立小田原高等学校同窓会              資料－３ 

                                               令和４年度一般会計決算書                 自：令和４年４月  １日 

                                                                  至：令和５年３月３１日 
                                                                                                                                 （単位：円） 

項 ・ 目 当 初 予 算 額（Ａ） 決   算   額（Ｂ） 増 減 額（Ｂ－Ａ） 説      明 
前期繰越資金（ア） ２，２５５，６０９ ２，２５５，６０９           ０ 前年度からの繰越 

収 入 の 部     
１ 入会金 １，５７０，０００ １，５６５，０００ △５，０００  
１ 新卒者入会金 １，５６５，０００ １，５６５，０００ ０ 同窓会入会金３１３名 
２ 中途者入会金 ５，０００ ０ △５，０００  

２ 会 費 ６，５７０，０００ ６，６９０，０００ １２０，０００  
１ 年会費 ３，９００，０００ ３，９８１，０００ ８１，０００ 年会費１，３８０名 
２ 終身会費 ２，６７０，０００ ２，７０９，０００ ３９，０００ 終身会費 ９０３名 

３ 寄付金 １０，０００        ３５，０００ ２５，０００  
４ 負担金収入 ４０，０００ ０ △４０，０００  
５ 広告料等収入 ２５０，０００ ３８０，０００ １３０，０００ 同窓会会報広告料等３８件 
６ 雑収入 ２４，３９１ ３９，１４５ １４，７５４ 記念史等売払い代、利息 
７ 繰入金        ０           ０        ０  

収 入 計（イ） ８，４６４，３９１ ８，７０９，１４５ ２４４，７５４  
合  計（ア）＋（イ） １０，７２０，０００ １０，９６４，７５４ ２４４，７５４  

 
項  ・  目 当 初 予 算 額（Ａ） 決   算   額（Ｂ） 増 減 額（Ａ－Ｂ） 説     明 

支 出 の 部     
１ 事務費 １，１４０，０００ ８７０，４８６ ２６９，５１４  
１ 事務局費 ４８０，０００ ４１８，６２９  ６１，３７１ 事務局運営経費 
２ 常任幹事会費 １８０，０００ ２８，２３３     １５１，７６７ 常任幹事会経費 
３ 校内幹事費 １０，０００            ０ １０，０００ 校内幹事活動経費 
４ 会員連絡費 ２０，０００ ４，２４０ １５，７６０ 会員連絡経費 
５ 渉外費 ８０，０００ １０８，５４０ △２８，５４０ 慶弔費、慰労金 
６ 消耗備品費 ９０，０００ ４７，５７５ ４２，４２５ 事務用消耗品代 
７ 雑費（振込手数料） ２８０，０００ ２６３，２６９ １６，７３１ 会費等振込手数料 

２ 事業費 ７，２２０，０００ ６，０２０，１９６ １，１９９，８０４  
１ 樫友祭・総会費 ８００，０００ ６９６，９６２ １０３，０３８ 樫友祭、総会経費 
２ 入会記念品費 ４５０，０００ ４７４，６００ △２４，６００ 同窓会入会記念品代 
３ 総務委員会費 ２７０，０００ ２７１，１４５ △１，１４５ 総務委員会経費 
４ 交流委員会費 ３２０，０００ ２０５，２６０ １１４，７４０ 交流委員会経費、交流事業経費 
５ 広報委員会費 ７０，０００ ２５，０００ ４５，０００ 広報委員会経費 
６ 史料委員会費 ７０，０００ ７５，４６３ △５，４６３ 史料委員会経費 
７ 校歌祭委員会費 ５００，０００ ２７，１６０ ４７２，８４０ 校歌祭会費等 
８ 会報発行費 ３，７００，０００ ３，７６２，１６３ △６２，１６３ 同窓会報３４号印刷・発送代 
９ 広報費 ２７０，０００ ２５０，４９８ １９，５０２ 同窓会ホームページ管理費 
10 地域職域同窓会費 ２６０，０００ ２，０００ ２５８，０００ 地域職域同窓会参加費 
11 同期会結成補助費 １５０，０００   ５０，０００ １００，０００ 同期会結成費補助金 
12 中等教育史料館費 ３６０，０００ １７９，９４５ １８０，０５５ 中等教育史料館運営経費 

３ 教育費 ６００，０００ ５７７，４４０ ２２，５６０  
１ 教育活動費 ５２０，０００ ５００，０００ ２０，０００ 運動部等全国大会等参加激励金 
２ 学校援助費 ８０，０００ ７７，４４０ ２，５６０ 学校支援費、ピアノ調律代 

４ 積立金 １，４６０，０００ １，４６０，０００           ０  
１ 記念事業積立金 ２００，０００ ２００，０００           ０ 記念事業積立金 
２ 予算調整積立金 １，２６０，０００ １，２６０，０００            ０ 予算調整積立金 

５ 予備費 ３００，０００             ０ ３００，０００  
１ 予備費 ３００，０００              ０ ３００，０００  

支 出 計（ウ） １０，７２０，０００ ８，９２８，１２２ １，７９１，８７８  
当期収支差額（イ）－（ウ）      － △２１８，９７７      －  

 
 

前期繰越資金（ア） 収  入  計（イ） 支  出  計（ウ） 次期繰越資金 
２，２５５，６０９ ８，７０９，１４５ ８，９２８，１２２ ２，０３６，６３２ 

 
 
 

   上記について、収入・支出伝票、帳簿、通帳を監査しましたところ、正確であることを認めます。   
   令和５年４月２４日 

                                     神奈川県立小田原高等学校同窓会  会計監査    室伏 創之    ㊞ 
 

                                      神奈川県立小田原高等学校同窓会  会計監査   田村 佳江  ㊞ 



                                                神奈川県立小田原高等学校同窓会              資料－４ 
                                                  財 産 台 帳                                                
                                                                                                                

   自：令和４年４月 １日 

至：令和５年３月３１日 

 

【基本金・積立金】                                                                                                      （単位：円） 

資 産 の 種 類       預   貯   金   名 期  首  残  高 増 減  額 期  末  残  高 

１ 基 本 金 横浜銀行 積立定期預金 １１，５３２，０６４ １９５ １１，５３２，２５９ 

さがみ信用金庫 積立定期預金 １３，４４７，２８８ ２２７ １３，４４７，５１５ 

２ 記念事業積立金 横浜銀行 積立定期預金   １，０９１，０５３ ２００，０１７ １，２９１，０７０ 

３ 予算調整積立金 さがみ信用金庫 普通預金 ３，１００，００６ １，２６０，０２７ ４，３６０，０３３ 

        合       計 ２９，１７０，４１１ １，４６０，４６６  ３０，６３０，８７７ 

 
増 減 額 の 内 訳 

増 の 内 訳 
 

・預金利息 ４６６（基本金：４２２、積立金：４４） 
・記念事業積立金の積み増し ２００，０００ 
・予算調整積立金の新規積み立て １，２６０，０００ 

 

【保管金】                                                   （単位：円） 

資産の種類 預  貯 金 名 等 期   首   残   高 期   末   残   高 

４ 保 管 金 横浜銀行口座 入 会 金 １，５６５，０００                  １，５７０，０００ 

年 会 費 １，７８３，５３０ １，８７９，２３６ 

そ の 他 ０          ０ 

   計 ３，３４８，５３０ ３，４４９，２３６ 

郵便局振替口座 
 

年会費等 １，３８１，５６５            ９２３，６６２ 

終身会費 １１，１０６，６４７ １０，６３２，３３２ 

そ の 他             ０                   ０ 

計 １２，４８８，２１２ １１，５５５，９９４ 

ゆうちょ銀行口座 － ２，２０１，０７７ １，９９０，６９３ 

小口資金（現金）   －                      ５４，５３２               ４５，９３９ 

   計 ２，２５５，６０９ ２，０３６，６３２ 

合       計 １８，０９２，３５１         １７，０４１，８６２ 

 

残  高  の  内  訳 

前期前受金 

         １５，８３６，７４２ 

当期前受金 

         １５，００５，２３０ 

一般会計前期繰越資金 

          ２，２５５，６０９ 

一般会計次期繰越資金 

２，０３６，６３２ 

                                                 

【基本金・積立金・保管金】                                              （単位：円） 

合        計 ４７，２６２，７６２            ４７，６７２，７３９ 

   

注）一般会計では、現金預金から次年度前受分を差し引いた金額を「資金」として取り扱っている。 
 
 
     上記について、預貯金通帳、証書等を監査しましたところ、正確であることを認めます。  
 
   令和５年４月２４日 
 
                                        神奈川県立小田原高等学校同窓会 会計監査 室伏 創之 ㊞ 
 
 
                                          神奈川県立小田原高等学校同窓会 会計監査 田村 佳江 ㊞ 



資料－５ 

 

令和５年度小田原高等学校同窓会樫友会 事業計画 

 

１ 活動目標 

⑴  コロナ禍での同窓会事業の積極的な取り組み 

３年以上続いたコロナ禍も、２類から５類へと感染症の取り扱いが変わるととも

に、社会経済活動を優先するとの考え方のもと、徐々に様々な制約が解除されてき

ている。こうした動きを踏まえ、同窓会樫友会は、これまで同様に必要な感染対策

をしっかりと行いながら、学校、ＰＴＡ等の協力・連携のもとで、引き続き、総会

をはじめ、樫友祭（ホームカミングデー) 、樫友ウォークなどの諸活動や広報、史

料の収集・保存・利用・展示、校歌祭への参加など、同窓会事業を着実に実施する。 

また、「卒業生の活躍」事業については、プロジェクトチームの検討を踏まえ、当

該卒業生の発掘に取り組み、分野別にデータベースに掲載するとともに、その中か

ら活躍する姿を紹介することや、講演会等へ招へいするなど、今後ともその充実強

化に努める。 

 
⑵ 同窓会事業への会員参加の促進 

   学年同期会や地域・職域等同窓会の協力を得ながら、同窓生のネットワークを広

げ、各種事業の企画に参加を呼びかける。また、明治以降の中等教育史料を展示し

ている小田原高校中等教育史料館、窓梅会資料室の公開の充実と更なるＰＲに、同

窓会窓梅会とも連携しながら努める。 

 

２ 委員会等の活動 

⑴  総務委員会 
ア 令和５年 12月に、令和５年版同窓会樫友会会員名簿を発行する。 

イ 令和５年４月新入生に入学記念品（小田高歌集ＱＲコード付）を配付する。 

  ウ 令和５年５月樫友祭において、同窓会活動の紹介冊子「八幡山」を配布すると

ともに、「卒業生の活躍」（サイエンス篇）のパネル展示を実施する。 

  エ 令和６年３月卒業生（高 76 回）の同窓会入会用パンフレットを配付する。 

  オ 令和６年３月卒業生（高 76 回）に入会記念品を贈呈する。 

  カ 同期会を結成した卒回に対し、同期会結成補助金を交付する。 

 キ 会員名簿情報（住所変更、物故者、新会員登録、教職員異動など）を随時更新

する。 

  ク 会員ソフト「幹事長」のデータを更新し、同期会への住所情報支援等に活用す

る。 

   

⑵  交流委員会 
  ア 令和５年度樫友祭（小田高ホームカミングデー）の実施 

    ５月 14 日（日）に、主催者のメイン企画として、次の事業を実施する。 

① 中等教育史料館企画展と八幡山トーク 
第 100 回箱根駅伝記念「襷をつないだ小田高卒業生の選手たち」 



② 八幡山コンサート 
ヒカシューと巻上公一の世界 

③ 卒業生の活躍 
サイエンス分野で活躍中の卒業生のパネル展示と小冊子配布 

  イ 会員の親睦を深める交流事業の実施 

○ 「樫友ウォーク」 

第 11回 令和５年４月 22日 「野花咲く仙石原を歩く」 

第 12回 日時未定 

   ○ 樫友セミナー 

     卒業生による講演会を企画する。（オンライン開催を含めて検討） 

     母校のスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）関連事業との連携を最優

先に検討する。 

  ウ 現役生徒を応援する下記交流事業を実施する。 

   ○ 小田高音楽科が企画する「樫の葉コンサート」を支援する。 

   ○ 助演同窓生出演料補助、記録ＣＤ作成を行う。 

  エ 令和６年度樫友祭（小田高ホームカミングデー）の企画、準備を進める。 

 

⑶  広報委員会 
ア 会報「八幡山」35 号を 12月に発行する。掲載内容は概ねこれまでの会報に準

ずる。また、広告掲載の状況を見ながら、会員の情報発信と交流の場に相応しい

掲載内容の充実を図る。 

イ リニューアルした同窓会ホームページの周知を図るとともに、同窓会活動の周

知、参加呼びかけの手段としての活用や、会員及び会員相互の情報発信の場とし

ての利用を一層促進する。 

 

⑷  史料委員会 
  ア 小田原高校中等教育史料館の公開 

○ 史料館開設から公開行事が増え、史料委員の負担が大きくなったため、公開

行事をスリム化するとともに、史料館公開スタッフ（ボランティア）が受付・

案内等を行う体制作りを進める。同時に来館者が小田高の歴史をより的確に把

握できるように、解説リーフレットを配布する。 

○ 企画展「第 100 回箱根駅伝記念 襷をつないだ小田高卒業生の選手たち」を

開催し、箱根駅伝のコースを作った澁谷寿光先生（中 7）をはじめ、総合優勝

した選手たち、同じ大会をともに走った選手たちを紹介する。 

   ○ 窓梅会と連携し、史料館定例公開時に窓梅会資料室の同時公開を進める。 

  イ 史料館の整備 

    校史展示室の中央展示ケース内蛍光灯をＬＥＤに取替えることを検討する。 

ウ 史料の保存・活用 

 ○ 大量の未整理史料の整理・保存を進める。 

 ○ 図書展示室の洋装本の目録作成を開始する。 

   ○ 生物標本群は、絶滅危惧Ⅱ類を中心にクリーニング・補修して展示し、大正

時代の約 80 点にキャプションをつける。 



   エ 校史資料研究協議会 

    展示室運営と史料保存のため、意見交換等を行う。 

  

⑸  校歌祭委員会 
  第 18 回青春かながわ校歌祭は、鶴見高校鶴陵会会長が実行委員長となり、10 月

21日（土）に神奈川県立青少年センターで開催する予定としている。 

校歌祭委員会は、出演する方向で準備を進め、かながわ校歌振興会の講じる新型

コロナ感染症の感染防止対策を遵守し、学校側の理解と協力を得て、出演する。 

 

⑹  「卒業生の活躍」充実プロジェクトチーム 
ア 新たに「掲載者選考会」を設置し、その適切な運用を図るとともに、データベ

ースの充実を図る。 
イ 同期生や地域・職域等同窓生の活躍に関する情報を積極的に提供いただくよう

に働きかけるとともに、「卒業生の活躍」に関する情報の発信・活用を積極的に進

める。 
ウ 「卒業生の活躍」事業として、各委員会が協力し、次の事業を進める。 
①  小田原高校のスーパーサイエンスハイスクール（SSH）関連事業への支援を、

母校の意向を理解した上で、積極的に進める。 
②  「卒業生の活躍」に関する情報の発信などを行うデジタルサイネージを小田

原高校エントランスホール内の同窓会コーナーに設置することについて、学校

と具体的な検討を進める。 
  エ ウの事業に併せて、各委員会において、次の活動を推進する。 

①  総務委員会 
○ サイエンス分野の「卒業生の活躍」パネルを作成・展示する。 
○ 小冊子「樫友会」へ「卒業生の活躍」情報を掲載する。 

②  交流委員会 
○ サイエンス分野の「卒業生の活躍」小冊子を作成する。 
○ 小冊子掲載者の講演会の開催を検討する。 

③  広報委員会 
 同窓会報「八幡山」及び同窓会ホームページへの掲載を進める。 

④  史料委員会 
○ 同窓会員名簿等をベースに卒業生の調査を進める。 
○ 校史展示室に置く「卒業生の活躍」パンフレットに、公になっている卒業

生や旧職員を追加する。 
○ 史料館画廊の「卒業生の活躍」パネルを更新する。 

 
３  その他 

 ⑴ 各種役員に多くの女性が参加するように、引き続き呼びかけを行う。 

 

 ⑵ 事務局員の複数化に向けた取り組みを引き続き進める。 



資料－６ 

令和５年度 一 般 会 計 予 算 
 

                                                      （単位：円） 
項 ・ 目 令和５年度予算額 令和４年度予算額 摘     要 

前期繰越資金 ２，０３６，６３２ ２，２５５，６０９ 前年度からの繰越金 
収 入 の 部    

１ 入会金  １，５７５，０００ １，５７０，０００  
１ 新卒者入会金 １，５７０，０００ １，５６５，０００ 高校７５回卒入会金（３１４名） 
２ 中途入会者 ５，０００ ５，０００ 中途入会者（1名） 

２ 会 費 ６，６００，０００ ６，５７０，０００  
１ 年会費 ３，６００，０００ ３，９００，０００ 年会費 （１，２００名分） 
２ 終身会費 ３，０００，０００ ２，６７０，０００ 終身会費（１，０００名分） 

３ 寄付金 １０，０００ １０，０００ 寄付金 
４ 負担金収入 ４０，０００ ４０，０００ 校歌祭参加負担金 
５ 広告料等収入 ２５０，０００ ２５０，０００ 樫友祭祝金、会報広告掲載料 
６ 雑収入 ２８，３６８ ２４，３９１ 記念史等販売代、利息 
７ 繰入金         ０         ０  

合       計 １０，５４０，０００ １０，７２０，０００  
支 出 の 部    

１ 事務費 １，４２０，０００ １，１４０，０００  
１ 事務局費 ４８０，０００ ４８０，０００ 事務局運営経費 
２ 常任幹事会費 １８０，０００ １８０，０００ 常任幹事会開催経費 
３ 校内幹事費 １０，０００ １０，０００ 校内幹事会開催経費 
４ 会員連絡費 ２０，０００ ２０，０００ 会員連絡経費 
５ 渉外費 ８０，０００ ８０，０００ 慶弔費 
６ 消耗備品費 ３７０，０００ ９０，０００ 事務局用 PC 更新、消耗品代 
７ 雑費（振込手数料） ２８０，０００ ２８０，０００ 年会費等振込手数料 

２ 事業費 ７，６５０，０００ ７，２２０，０００  
１ 樫友祭・総会費 １，０００，０００ ８００，０００ 樫友祭、総会開催経費 
２ 入会記念品費 ４８０，０００ ４５０，０００ 入会記念品代 
３ 総務委員会費 １７０，０００ ２７０，０００ 総務関係経費 
４ 交流委員会費 ３２０，０００ ３２０，０００ 交流事業開催経費 
５ 広報委員会費 ７０，０００ ７０，０００ 会報編集等経費 
６ 史料委員会費 ７０，０００ ７０，０００ 史料収集、保存等経費 
７ 校歌祭委員会費 ５００，０００ ５００，０００ 校歌祭参加経費 
８ 会報発行費 ４，０００，０００ ３，７００，０００ 会報印刷・発送経費 
９ 広報費 ２７０，０００ ２７０，０００ ホームページ管理費 
１０ 地域職域同窓会費 ２６０，０００ ２６０，０００ 地域職域同窓会参加経費 
１１ 同期会結成補助費 １５０，０００ １５０，０００ 同期会結成補助金 
１２ 中等教育史料館費 ３６０，０００ ３６０，０００ 中等教育史料館管理運営経費 

３ 教育費 ６００，０００ ６００，０００  
１ 教育活動費 ５２０，０００ ５２０，０００ 運動部等激励金、教育活動支援費 
２ 学校援助費 ８０，０００ ８０，０００ ピアノ調律代ほか学校援助経費 

４ 積立金 ５７０，０００ １，４６０，０００  
１ 記念事業積立金 ２００，０００ ２００，０００ 記念事業積立金 
２ 予算調整積立金 ３７０，０００  １，２６０，０００ 予算調整積立金 

５ 予備費 ３００，０００ ３００，０００  
１ 予備費 ３００，０００ ３００，０００ 予備費 

合       計 １０，５４０，０００ １０，７２０，０００  
                                                



資料－７ 

令和５年度小田原高校同窓会常任幹事会議事録 

                          
                        日時 令和５年４月２９日（土）14:00～15:28 
                       会場 小田原お堀端コンベンションホール 
 
１ 開 会（14 時 00 分） 

司会の山本副会長より開会宣言があった。 
 

２ 吉川会長挨拶 
   多数のご参加ありがとうございます。この３年はコロナ禍で百二十周年記念事業など中止せざ

るをえない事業が多くある中でも、少しずつ感染対策をしながら、同窓会活動に取り組んで来ま
した。今年５月からは、５類感染症へ移行し、樫友祭では、来年 100 回大会を迎える「箱根駅伝」
をテーマとした企画を取り上げることとしました。校歌祭も昨年は感染の恐れから不参加でした
が、今年は参加することで準備を進めるなど、同窓会の様々な積極的な推進を考えています。 

   さらに、中等教育史料館の公開スタッフ募集など、活動範囲をさらに広げていきたいと考えて
います。 

   こうした取り組みを推進するため、皆様の協力を得ながら事業に取り組んでいきたいと考えて
いますので、皆様のご協力をお願いします。 
 

 
３ 中島学校長挨拶 

就任３年目となり、同窓会からは後輩への様々なご協力をいただき感謝しています。 

令和５年度からは、スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）の指定を受けました。指定を受け
て、理系、文系にとらわれず、施設整備をはじめ取り組みをさらに推進していきたいと考えています。 
今年度の進学状況ですが、校訓に従い生徒が努力した結果、優れた進学実績をあげることができま

した。このほか、体育館の耐震工事に伴い、「がんばれ小田高応援基金」から支援をいただいていま
す。これまでの支援に感謝し、引き続きご協力をお願いいたします。 

 
４ 定足数の確認 
   司会が、常任幹事会構成数 97 人（過半数は 49 人）、構成出席者 20 人（会議出席者は 26 人）、

委任状提出構成者 42 人の合計 62 人で定足数に達していることを報告。 
 
５ 議長選出 

高 33 回河鍋 章氏を選出した。 
 

６ 議事録署名人選出 

高２０回同期会 新保 明氏、横浜銀行・小田中小田高会 古性 武志氏（高 32）を選出した。  
 

  以下、常任幹事会の次第の順に、議事を進める。 
     
７ 議 事 
⑴  総会付託事項 

  ア 令和４年度会務報告(案)、事業報告(案)、一般会計決算(案)、財産台帳について  
イ 会計監査の結果報告について の２件を一括審議 

    アについて、会長、各委員長及び会計より、配布資料１～４をもとに説明した。 
    イについては、室伏会計監査より「４月 17 日（月）～21 日(金)の間に会計監査を実施した

結果、会計処理は適切であったと認める。」との報告があった。 
   
 



   （主な質疑） 
横浜銀行・小田中小田高から、資料１「会務報告」中の「地域・職域等同窓会」欄に、10 月

15 日に開催し、記載を求める発言があった。 
 
そのほかに発言はなかった。 
 

    【採決】議案は、原案通り承認された。 
 
ウ 令和５年度事業計画(案) 及び 一般会計予算(案）について 
  会長及び各委員長及び会計より配布資料５、６をもとに説明した。 
 
  議長が質問等を受けつけるも、質問等の発言はなかった。 

 
  【採決】議案は、原案通り承認された。 
 

⑵  総会付議事項 
ア 役員改選に伴う推薦（案）について 

    役員改選の年であることから、会長より配布資料７で、会長、副会長、会計及び会計監査の
改選について、役員候補者選定委員会での議論の結果を踏まえ、新役員の推薦について説明が
あった。 

    会長の説明の後、３月４日（土）に開催された役員候補者選定委員会で委員長を務めた小澤
稔氏（高 16）から、新役員を推薦することの適否等について議論した結果、全会一致で推薦
することとしたとの報告があった。 

 
   （主な質疑） 
    事業計画で、「役員に女性の参加を促す」とあるが、今回の改選案で女性が減ってしまった

理由は何か。（南足柄樫友会 田代氏） 
    女性の参加を求めたかったが、今回の改選では難しく、次回以降の改選では選定をしていき

たい。（会長） 
 
    ほかに発言はなかった。 
 

  【採決】議案は、原案通り承認された。 
 
  イ 令和６年度総会の開催について  
    議長から、令和６年５月 12 日（日）10 時～ 小田原高校 視聴覚室で開催するということを

報告し、承認された。 
 
本日の協議を受け、５月 14 日（日）開催の令和５年度同窓会総会に、「⑴の総会付託事項は、

常任幹事会の承認事項として報告し、⑵総会付議事項は、総会で審議することとします」と、議
長が発言した。 

 
   
⑶  その他 
  会長から、以前に常任幹事会終了後に開催していた懇親会を、今年は感染対策上実施しなかっ
たが、次年度以降実施を考えたいとの発言があった。 

   
９ 閉 会（15 時 28 分） 

   司会の山本副会長が閉会を宣言した。 
 

 
 
 
 



 令和５年４月２９日（土）に開催された、令和５年度小田原高校同窓会常任幹事会の議事内容は、
上記の通りであることを確認する。 
 
 

令和５年５月１０日 
 
 

議  長    河  鍋      章 ㊞ 

 

 

議事録署名人  新  保      明 ㊞ 

 

 

議事録署名人  古  性   武  志 ㊞ 

 

 

 

※ 原本は、事務局で保管 



令和４年度「『がんばれ！小田高』応援基金」会計報告

自 令和 4年４月   １日

至 令和 5年３月３１日

支出の部（円）

件数

1

0

0

0

2

47

0

50

差引の部（円） ― ＝

運営委員会メンバー（令和５年３月３１日現在）

委員長 吉川 伸治 同窓会会長

副委員長 萬年 聡子 ＰＴＡ会長

國分 尚 同窓会副会長

本多 高弘 同窓会副会長

剣持 栄 同窓会副会長

岩本 慎一 同窓会副会長

会計 山本 妙子 同窓会副会長

書記 上野 由美 ＰＴＡ副会長

書記 川合 栄二 ＰＴＡ副会長

書記 鈴木 春映 ＰＴＡ副会長

書記 生月 英子 ＰＴＡ副会長

書記 須谷 拓文 ＰＴＡ副会長

4,719,596 482,207 4,237,389

その他 0

計 482,207

部活動 263,080 体育館工事に伴う代替施設への生徒交通費の補助

運営費 104,017
礼状用はがき購入  払込用紙印刷代                                    
郵便振替払い込み料金 受払通知票郵送料

理科教育 0

学校説明会 0

進路指導・進学研究 115,110 教員向けセミナー受講料（数学・国語・地歴公民）

勉強合宿・勉強会 0

計 4,719,596

項目 金額 備考

寄付（団体） 0

横浜銀行預金利子 30

繰越金 4,185,566

寄付（個人） 534,000 104名

参考資料－２

収入の部（円）

項目 金額 備考


